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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
一
種
で
日
本
で
も
検
出
さ
れ
て

い
る
「
Ｂ
Ａ.

２.

７
５
」
の
感
染
の
広
が

り
や
す
さ
は
、
現
在
、
感
染
の
主
流
と
な

っ
て
い
る
「
Ｂ
Ａ
．
５
」
の
一
・
一
四
倍

に
な
っ
て
い
る
と
す
る
分
析
を
、
京
都
大

学
の
西
浦 

博
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が

公
表
し
ま
し
た
。 

「
第
七
波
」
の
感
染
拡
大
が
止
ま
ら
ず
、

障
害
者
支
援
施
設
（
入
所
施
設
）
、
高
齢

者
施
設
で
は
利
用
者
が
中
等
症
で
も
入

院
で
き
な
い
状
況
が
あ
り
、
医
療
崩
壊
が

起
き
て
い
ま
す
。 

   

こ
の
よ
う
な
状
況
を
招
い
た
国
の
責
任

は
重
大
で
す
。 

 

全
施
連
は
施
設
の
利
用
者
は
重
症
化
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
ク
が
高
く
、
ク
ラ
ス
タ
ー
化
し
や
す
い

の
で
、
「
軽
症
で
も
原
則
入
院
隔
離
」
と

「
施
設
は
医
療
機
関
で
は
な
い
の
で
病
院

化
し
な
い
で
」
を
求
め
る
要
望
書
を
厚
生

労
働
省
に
提
出
し
た
が
、
改
善
さ
れ
ず
、

病
床
逼
迫
を
理
由
に
国
は
地
方
自
治
体
に

自
治
体
は
感
染
者
、
家
族
に
丸
投
げ
し
て

い
ま
す
。 

そ
の
結
果
、
障
害
者
支
援
施
設
、
高
齢

者
施
設
で
は
施
設
内
療
養
の
対
応
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
が
障

害
者
総
合
支
援
法
の
改
定
を
検
討
中 

 グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
検
討
さ
れ
て
い
る
見
直
し
案
は

障
害
支
援
区
分
が
低
い
中
軽
度
の
人
は
、

訓
練
を
目
的
と
し
て
い
る
「
経
過
型
」
の

利
用
と
な
り
、
三
年
な
ど
の
一
定
期
間
を

経
つ
た
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
せ 

な
く
な
る
。
障
害
支
援
区
分
が
高
い
重
度

の
人
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
定
員
が
最 

大
十
名
の
現
在
よ
り
も
大
規
模
な
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
暮
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
個
人
を
対
象
に
し
た
ヘ
ル
パ
ー

の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

障
害
者
支
援
施
設
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
の
か
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
再
編
案
に
反
対
す

る
集
会
が
八
月
十
八
日
、
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

さ
て
、
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
家
庭
の

事
情
に
よ
り
自
分
の
時
間
の
確
保
等
が
難

し
く
、
今
ま
で
の
よ
う
に
動
け
な
い
自
分

に
精
神
的
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
重
責
で

あ
る
全
施
連
の
理
事
長
職
を
果
た
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
常
任
委
員
会
、

理
事
会
に
辞
任
表
明
を
行
い
、
審
議
し
て

頂
き
ま
し
た
が
、
理
事
長
が
で
き
な
い
と

こ
ろ
は
常
任
委
員
会
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か

ら
続
投
し
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、

私
の
辞
意
表
明
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
の
で

や
む
を
得
ず
続
投
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 力

不
足
の
理
事
長
で
は
御
座
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
り
、
御
協
力
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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感
染
防
止
対
応
に
追
わ
れ
る
施
設 

 
 
 

理
事
長 

由
岐 

透 

事
務
局
体
制  

 

事
務
局
の
上
田
梨
紗
子
さ
ん
が
九

月
四
日
か
ら
十
二
月
末
ま
で
産
前
産

後
休
暇
に
入
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
間
の
諸
連
絡
は
、
副
理
事
長 

大
矢
（
神
奈
川
県
連
）・
同 

渡
邊

（
熊
本
県
連
）
が
対
応
い
た
し
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

大
矢
（
０
８
０—

１
２
６
８-

７
５
３
３
） 

渡
邊
（
０
９
０—

３
３
２
７-

０
７
１
１
）
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通
常
総
会
・
報
告 

 二
〇
二
二
年
度
通
常
総
会
は
、
六
月
三

〇
日
木
曜
日
、
各
県
連
支
部
理
事
常
任
委

員
に
よ
る
書
面
会
議
と
な
り
ま
し
た
。 

 

議
案
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
一
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
、
役
員
の
辞
任
及
び

選
任
に
つ
い
て
な
ど
七
議
案
が
提
出
さ

れ
、
お
お
む
ね
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

第
一
号
議
案 

事
業
報
告 

二
十
四
時
間
一
貫
し
た
快
適
な
支
援

施
の
新
設
の
請
願
、
そ
の
他
の
陳
情
活

動
は
支
部
で
の
地
方
議
会
等
へ
の
請
願

活
動
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

に
佐
賀
県
（
嬉
野
市
）
と
福
岡
県
（
北

九
州
市
、
大
牟
田
市
、
飯
塚
市
，
柳
川

市
、
八
女
市
）
、
熊
本
県
（
熊
本
県
、
熊

本
市
）
そ
し
て
高
知
県
に
お
い
て
、
請

願
し
採
択
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

全
支
部
で
取
り
組
む
た
め
の
現
行
の

請
願
文
の
不
備
不
足
分
を
補
う
よ
う
に

と
の
意
見
が
あ
り
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
が

素
案
を
作
成
し
、
常
任
委
員
会
、
理
事

会
で
討
議
し
て
一
部
改
定
し
ま
し
た
。

請
願
文
の
説
明
と
請
願
要
旨
を
四
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

国
、
地
方
自
治
体
、
議
会
各
政
党
へ
の

陳
情
と
意
見
交
換      

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
や
要
望
に

つ
い
て
議
会
や
自
治
体
等
へ
の
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「
地
域
共
生
ホ
ー
ム
」を
研
修
会
の 

開
催 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
収
ま

ら
ず
、
各
支
部
が
計
画
し
た
学
習
会
や
研

修
会
の
開
催
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
福
岡

県
支
部
に
お
い
て
は
九
月
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

組
織
拡
大
・強
化                                               

 

会
員
の
高
齢
化
問
題
な
ど
組
織
の
活

性
化
に
ほ
こ
ろ
び
を
感
じ
て
い
る
支
部

も
あ
り
ま
す
が
、
定
期
的
な
理
事
会
、
役

員
会
を
開
催
し
活
性
化
が
図
ら
れ
る
な

ど
工
夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

一
人
ひ
と
り
の
活
動
力
強
化
の
学
習
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

北
海
道
、
兵
庫
県
、
福
岡
県
、
鹿
児
島
県

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
支
部
の
現
状
に
応
じ
た

課
題
に
つ
い
て
学
習
会
等
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

全
施
連
執
行
部
の
取
り
組
み 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

コ
ロ
ナ
感
染
問
題
で
、
予
定
し
て
い
た

国
会
議
員
へ
の
陳
情
、
道
県
支
部
幹
部
研

修
会
と
組
織
拡
大
の
活
動
を
中
止
し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
常
任
委
員
会
、
理
事
会
も
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
や
書
面
採
決
方
式
で
の
開

催
と
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
優
先
的
に
施
設
内
で
行
う
こ
と
の
要

請
書
を
、
国
・
各
都
道
府
県
知
事
へ
理
事

長
名
で
行
い
ま
し
た
。 

 

第
二
号
議
案 

決
算
報
告 

収
入
総
額
四
百
七
十
万
千
三
百
六
十

円
支
出
訴
額
百
六
十
万
八
千
三
百
五
十

五
円
残
額
三
百
九
万
三
千
五
円
を
次
年

度
に
繰
り
越
す
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

第
三
号
議
案 

役
員
の
辞
任
及
び
選
任 

 
理
事
長
由
岐
透
氏
、
お
よ
び
副
理
事
長

南
守
氏
か
ら
役
員
辞
任
の
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
が
、
総
会
審
議
を

受
け
、
二
〇
二
二
年
度
の
任
期
満
了
ま

で
、
役
員
全
員
の
留
任
と
す
る
こ
と
で
、

決
定
し
ま
し
た
。 

事
業
計
画 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

七
項
目
の
事
業
計
画
案
を
審
議
し
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
、
以
下
の
通

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
、
二
十
四
時
間
一
貫
し
た
快
適
な
支

援
施
設
の
新
設
に
関
す
る
請
願 

二
、
介
護
保
険
と
障
害
者
総
合
支
援
法

と
の
統
合
に
反
対 

請
願
は
全
施
連
の
統
一
活
動
目
標
と

し
て
、
粘
り
強
く
地
方
議
会
か
ら
の
採
択

を
求
め
て
法
改
正
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
は
国
際
障
害
者
権
利
条
約

に
守
ら
れ
て
お
り
、
支
援
度
の
低
い
介
護

保
険
制
度
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
反
対

し
ま
す
。 

三
、
行
政
・
議
会
（
国
・
地
方
公
共
団
体
）

各
会
派
議
員
へ
の
陳
情
と
意
見
交
換
の

実
施 入

所
施
設
の
実
状
周
知
を
求
め
、
請
願

採
択
と
社
会
全
体
の
障
害
者
差
別
の
現

状
改
善
に
努
力
す
る
自
治
体
や
協
力
議

員
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

 
 

四
、
全
会
員
の
意
識
向
上
の
た
め
、
統
一

テ
ー
マ
（
地
域
共
生
ホ
ー
ム
）
に
よ
る
研

修
会
の
実
施 
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障
害
者
へ
の
支
援
が
法
に
よ
る
福
祉

で
は
な
く
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
家
族
も
利
用
者
の
暮
ら
し
の
実
態

を
学
び
、
安
全
・
安
心
・
当
た
り
前
の
暮

ら
し
実
現
に
立
ち
向
か
え
る
知
恵
と
勇

気
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

五
、
全
施
連
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行 

各
支
部
活
動
経
験
か
ら
学
び
あ
い
、
全

国
的
ニ
ュ
ー
ス
と
と
も
に
掲
載
し
全
施

連
会
員
の
現
状
認
識
を
深
め
る
。
（
各
支

部
は
行
事
や
ニ
ュ
ー
ス
を
本
部
に
送
信

す
る
） 

六
、
組
織
拡
大
と
強
化 

遠
い
昔
か
ら
差
別
さ
れ
て
き
た
知
的

障
害
者
の
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
は
長

い
険
し
い
道
程
だ
が
、
志
を
同
じ
く
す
る

仲
間
を
増
や
せ
ば
実
現
は
近
く
な
る
。 

親
の
高
齢
化
で
意
識
の
変
化
も
あ
り

組
織
拡
大
は
厳
し
く
な
る
ば
か
り
で
す

が
、
北
欧
四
ヶ
国
の
家
族
に
で
き
た
こ
と

が
、
な
ぜ
私
た
ち
日
本
人
に
で
き
な
い

か
？
反
省
や
学
び
を
深
め
つ
つ
動
く
、
コ 

ロ
ナ
に
負
け
ず
仲
間
増
や
し
に
み
ん

な
で
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
に
し
ま
し

よ
う
。 

七
、
友
誼
団
体
と
の
連
携
強
化 

近
年
き
ょ
う
さ
れ
ん
の
国
会
請
願
署

名
と
資
金
カ
ン
パ
に
協
力
し
て
い
る
が
、

志
を
最
も
近
く
に
し
て
い
る
団
体
で
あ

り
、
全
施
連
と
し
て
も
請
願
項
目
を
協
議
、

統
一
し
て
共
同
の
請
願
署
名
に
取
り
組

む
こ
と
を
常
任
委
員
会
で
協
議
す
る
。
ま

た
、
各
支
部
も
き
ょ
う
さ
れ
ん
支
部
や
日

本
知
的
障
害
者
福
祉
協
会
な
ど
と
の
関

係
強
化
に
努
め
る
。 

 
第
五
号
議
案 

二
〇
二
二
年
度
予
算
案 

歳
入
歳
出
の
予
算
案
を
承
認 

今
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
、
四

百
七
十
六
万
五
千
円
と
し
、
理
事
会
、
常

任
委
員
会
、
国
会
請
願
及
び
通
信
費
等
の

経
費
及
び
事
務
局
人
件
費
な
ど
に
支
出

し
ま
す
。 

特
別
会
計
と
し
て
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
支
部
学
習
会
へ
の
講
師
派
遣 

費
用

等
に
二
四
五
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
六
号
議
案 

会
費
値
上
げ
案
を 

賛
成
多
数
で
承
認 

現
在
、
全
施
連
の
県
連
支
部
は
十
七
県

連
会
員
数
二
万
三
千
人
に
減
少
し
て
い

ま
す
。 

事
業
計
画
で
組
織
拡
大
と
強
化
を
掲

げ
活
動
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
、
全
支
部

の
賛
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
二
〇
二
三
年
度
か
ら
の
施
行

と
な
り
ま
す
。 

各
県
連
ご
と
の
値
上
げ
額
は
、
次
号
に

お
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

第
七
号
議
案 

 
 

知
的
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
せ
る
障

害
者
支
援
施
設
等
の
整
備
を
求
め
る
請

願
書
を
次
の
通
り
承
認
し
ま
し
た
。 

 

請
願
書
四
項
目
と
請 

願
理
由
文
言
を
改
定 

 
 

 
全
施
連
で
は
、
請
願
書
の
文
言
に
つ
い

て
一
部
改
定
を
行
い
ま
し
た
。 

請
願
理
由
と
請
願
四
項
目
の
文
言
は
次
の

通
り
で
す
。 

 

各
県
連
支
部
で
の
請
願
は
、
こ
の
改
定

文
で
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

請
願
要
旨 

一 

現
行
の
障
害
者
支
援
施
設
を
、
知
的

障
害
者
が
生
涯
を
通
じ
二
十
四
時
間
切

れ
目
の
な
い
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ

る
住
居
と
す
る
入
所
施
設
に
改
革
し
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
同
じ
く
利
用
者
の
住

居
と
し
、
必
要
に
応
じ
ら
れ
る
施
設
数
と

暮
ら
し
の
質
と
量
を
充
実
す
る
こ
と
。 

二 

必
要
な
支
援
の
制
限
に
繋
が
る
現

行
の
支
援
区
分
を
廃
止
し
、
利
用
者
一
人

ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る

仕
組
み
に
改
善
す
る
こ
と
。 

三 

利
用
者
が
安
心
し
て
継
続
的
な
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
職
員
数
を
増
や

し
、
処
遇
改
善
を
行
い
、
職
員
研
修
制

度
を
義
務
化
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 

四 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
知
的

障
害
者
へ
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
。
尚
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

は
利
用
者
側
の
声
を
重
視
す
る
こ
と
。 
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請 

願 

理 

由 
 

 一 

多
く
の
知
的
障
害
者
は
、
障
害
の

状
態
を
問
わ
ず
、
生
涯
を
通
じ
二
十
四

時
間
切
れ
目
の
な
い
見
守
り
が
な
け
れ

ば
一
人
で
は
生
き
づ
ら
い
特
性
を
持
っ

て
い
ま
す
。 

自
立
支
援
法
（
現
総
合
支
援
法
）
発
足

以
来
障
害
者
入
所
支
援
施
設
の
事
業
形

態
は
、
昼
間
八
時
間
に
行
う
障
害
者
生
活

介
護
事
業
と
、
そ
の
他
の
一
六
時
間
に
行

う
障
害
者
施
設
入
所
支
援
事
業
に
分
か

れ
て
お
り
ま
す
。 

職
員
は
朝
夕
の
最
も
多
忙
な
生
活
介

護
支
援
を
、
排
尿
、
徘
徊
、
不
眠
な
ど
の

介
護
で
仮
眠
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
労
働

に
加
え
て
、
月
に
八
日
間
（
土
曜
日
・
日

曜
日
は
支
援
費
が
支
給
さ
れ
な
い
）
の
昼

間
の
時
間
帯
も
支
援
を
行
う
た
め
、
現
場

に
必
要
な
職
員
配
置
が
で
き
な
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
制
度
は
、
支
援

の
低
下
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
利

用
者
の
権
利
擁
護
ま
で
手
が
回
ら
ず
、
虐

待
な
ど
人
権
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

利
用
者
に
対
し
て
生
涯
を
通
じ
、
二
十

四
時
間
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
見
守
り

を
行
う
た
め
に
も
、
支
援
員
の
増
員
と
昼

夜
一
貫
し
た
支
援
と
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。 

親
亡
き
後
も
、
住
み
慣
れ
た
障
害
者
支

援
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
生
涯
を

通
じ
た
「
終
の
住
処
（
我
が
家
）
」
と
す 

る
と
と
も
に
、
障
害
者
支
援
施
設
を
地
域

福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福
祉
資
源
と

し
て
位
置
付
け
た
制
度
に
改
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

二 
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
性
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
「
程
度
区
分
」
は
、

介
護
保
険
と
の
一
体
化
を
前
提
と
し
て

作
成
さ
れ
た
た
め
、
以
前
か
ら
見
直
し
が

指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
障
害
者
の
「
支

援
区
分
」
と
し
て
現
在
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

し
か
し
、
知
的
障
害
者
の
特
性
と
し
て

「
支
援
区
分
」
が
低
く
て
も
、
多
く
の
支

援
を
必
要
と
す
る
利
用
者
が
少
な
か
ら

ず
存
在
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
沿
っ
た
支
援 

が
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
に
変
え
る
べ
き

と
考
え
ま
す
。 

三 

生
涯
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
日
額
制

は
、
利
用
者
が
そ
の
日
に
よ
っ
て
日
中

活
動
の
場
を
選
べ
る
利
点
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
果
的
に
は
事
業

者
の
不
安
定
な
経
営
状
態
と
煩
雑
な
事

務
量
の
増
加
を
招
き
、
支
援
の
質
と
量

の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

恒
常
的
に
必
要
な
経
費
は
月
額
制
と

し
、
職
員
報
酬
額
も
公
務
員
給
与
の
水

準
ま
で
引
き
上
げ
、
支
援
技
術
向
上
の

研
修
の
義
務
化
に
よ
っ
て
虐
待
な
ど
の

発
生
を
防
ぐ
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

四 

司
法
令
で
は
多
く
の
知
的
障
害
者

に
は
契
約
能
力
が
な
い
と
判
断
さ
れ
て

い
る
の
に
、
自
立
支
援
法
発
足
以
来
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
が
知

的
障
害
者
と
業
者
間
で
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
仕
組
み
で
は
、
両
者
間
ト
ラ
ブ

ル
や
支
援
の
在
り
方
な
ど
に
問
題
が
起

き
て
も
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
公
的

責
任
が
明
確
で
な
い
ば
か
り
か
、
利
用

者
は
行
き
場
を
失
う
懸
念
が
あ
り
ま

す
。 知

的
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
つ
い
て
は
当
事
者
（
障
害
者
本
人
・

そ
の
家
族
）
の
意
思
決
定
を
、
国
・
地

方
公
団
体
が
責
任
を
も
っ
て
補
償
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

コ
ロ
ナ
問
題
の
せ
い
と
は
い
え
全
施
連

ニ
ュ
ー
ス
を
久
し
く
発
刊
せ
ず
、
広
報
部

と
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

全
施
連
理
事
会
や
常
任
委
員
会
も
対

面
会
議
の
よ
う
に
議
論
で
き
ず
、
お
互
い

も
ど
か
し
い
思
い
の
会
議
が
続
い
て
い

ま
す
。 

現
在
、
親
の
高
齢
化
に
よ
る
各
家
族
会

の
弱
体
で
組
織
が
減
少
し
て
い
く
厳
し

さ
も
あ
り
ま
す
が
、
理
事
会
決
定
方
針
を

各
県
独
自
解
釈
で
活
動
し
て
い
る
現
在

の
不
統
一
現
象
は
、
目
標
の
「
共
生
ホ
ー

ム
」
の
実
現
を
よ
り
遠
く
へ
押
し
や
る
こ

と
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

全
施
連
は
、
全
国
統
一
方
針
で
活
動
す

る
た
め
の
組
織
で
あ
り
、
各
地
区
独
自
要

望
は
、
各
地
方
自
治
体
や
議
会
に
提
起
し
、

解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

家
族
会
の
「
愛
」
と
心
合
わ
せ
た
活
動

で
実
現
す
る
「
共
生
ホ
ー
ム
」
の
夢
に
向

か
っ
て 

ゴ
ー
ゴ
ー 


